
全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議
長
）
は

11
月
8
日
、
第
2
0
9
回
理
事
会

の
後
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

第
1
0
3
回
評
議
員
会
を
開
催
し

た
。評

議
員
会
で
は
、
山
田
会
長
か

ら
「
年
末
の
政
府
予
算
編
成
に
際

し
、
地
方
創
生
の
推
進
、
地
方
一

般
財
源
の
充
実
確
保
、
防
災
・
減

災
対
策
の
充
実
強
化
等
の
実
現
に

向
け
、
強
力
に
要
望
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
挨
拶

を
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
野
田
聖
子
・

総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て
奥
野
信

亮
・
総
務
副
大
臣
、
梶
山
弘
志
・

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当

大
臣
の
代
理
と
し
て
松
本
文
明
・

内
閣
府
副
大
臣
、
竹
谷
と
し
子
・

参
議
院
総
務
委
員
長
か
ら
挨
拶
が

あ
っ
た
。
古
屋
範
子
・
衆
議
院
総

務
委
員
長
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
戴
し
た
（
2
面
に
掲
載
）
。

報
告
で
は
、
一
般
事
務
、
各
委

員
会
か
ら
の
活
動
状
況
報
告
（
4

面
〜
6
面
に
掲
載
）
を
了
承
し
た
。

議
案
審
議
で
は
、
各
地
方
部
会

で
議
決
さ
れ
た
部
会
提
出
議
案
17

件
を
①
地
方
行
財
政
（
3
件
）
②

社
会
文
教
（
7
件
）
③
建
設
運
輸

（
7
件
）
―
の
3
つ
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
一
括
上
程

・
審
議
し
、原
案
の
通
り
可
決（
部

会
提
出
議
案
の
件
名
な
ど
6
面
に

掲
載
）
。
各
委
員
会
へ
の
付
託
な

ど
を
会
長
に
一
任
し
た
。
続
い
て
、

会
長
提
出
議
案
4
件
（
①
地
方
創

生
及
び
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に

関
す
る
決
議
案
②
地
方
税
財
源
の

充
実
確
保
に
関
す
る
決
議
案
③
防

災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化
に
関

す
る
決
議
案
④
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議

案
）
に
つ
い
て
、
逐
一
審
議
し
、

全
て
原
案
の
通
り
可
決
（
9
面
か

ら
7
面
に
掲
載
）
。
会
長
提
出
決

議
4
件
に
つ
い
て
は
、
会
議
終
了

後
、
要
望
書
と
し
て
出
席
者
に
配

布
し
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
う
よ
う
要

請
し
た
。

協
議
で
は
、
28
年
度
各
会
計
決

算
に
つ
い
て
、庭
野
政
義
監
事（
十

日
町
市
議
会
議
長
）
か
ら
の
監
査

結
果
の
報
告
後
、
認
定
し
た
。
ま

た
、
30
年
度
一
般
会
計
予
算
の
見

通
し
を
了
承
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
、

9
月
の
厚
生
年
金
加
入
推
進
会
議

で
案
を
了
承
し
、
10
月
の
部
会
長

会
議
で
決
定
し
た
「
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
に
向
け

て
の
活
動
方
針
」
（
2
0
2
7
・

8
号
2
面
に
掲
載
）
に
つ
い
て
了

承
し
た
。
山
田
会
長
か
ら
は
「
将

来
に
わ
た
る
国
民
の
幅
広
い
政
治

参
加
や
地
方
議
会
の
多
様
な
人
材

確
保
の
た
め
、
地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
へ
の
加
入
の
実
現
は
重

大
か
つ
喫
緊
の
課
題
。
法
案
成
立

を
期
し
、
全
国
各
市
区
か
ら
、
さ

ら
に
強
い
声
を
上
げ
る
こ
と
が
不

可
欠
。
現
段
階
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
区
議
会
が
地
元
選
出
国
会
議

員
に
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と
が
有

益
で
あ
る
。
意
見
書
を
採
決
し
た

議
会
は
議
会
と
し
て
与
野
党
問
わ

ず
地
元
選
出
国
会
議
員
に
自
主
的

な
働
き
か
け
を
、
採
択
し
て
い
な

い
議
会
も
賛
同
す
る
会
派
、
個
々

の
議
員
で
、
地
元
選
出
国
会
議
員

に
自
主
的
な
働
き
か
け
を
、
お
願

い
し
た
い
。
各
市
区
議
長
に
採
択

を
お
願
い
し
、
現
在
も
各
議
会
の

努
力
で
採
決
件
数
は
増
え
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
4
9
0
議
会
で
採

択
さ
れ
て
い
な
い
。
各
議
会
の
事

情
が
あ
る
か
と
拝
察
す
る
が
、
法

案
の
早
期
成
立
の
た
め
、
意
見
書

採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
に
、
再

考
の
余
地
は
な
い
か
改
め
て
検
討

し
、
採
択
に
向
け
て
さ
ら
な
る
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
の
発

言
が
あ
っ
た
。

な
お
、
理
事
会
で
は
、
山
田
会

長
の
挨
拶
の
後
、
役
員
補
欠
選
任

に
お
い
て
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た

部
会
長
（
定
員
9
名
中
1
名
）
に

斎
藤
範
夫
仙
台
市
議
会
議
長
を
選

任
。
協
議
で
は
、
第
1
0
3
回
評

議
員
会
の
運
営
な
ど
を
了
承
し
た
。

第2033号12月15日平成２9年
（２０１7年）

第
1
0
3
回
評
議
員
会
を
開
催

部
会
提
出
17
件
・
会
長
提
出
4
件
の
議
案
を
可
決

評
議
員
会
以
外
の
主
な
記
事

共
済
会

第
2
回
理
事
会

【
9
面
】

正
副
会
長
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察
③（
名
取
市
）
【
10
・
11
面
】

正
副
会
長
に
よ
る
要
望
活
動

【
12
・
13
面
】

厚
生
年
金
加
入
推
進
会
議

【
13
面
】

指
定
協

第
14
回
総
会
・
要
望
活
動

【
13
・
14
面
】

基
地
協

第
89
回
理
事
会
・
要
望
活
動

【
14
・
15
面
】

広
域
協

要
望
活
動

【
15
面
】

病
院
協

第
13
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー（
下
）

【
16
面
】

斎藤範夫部会長
（仙台市）

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 滝本 純生

挨拶する山田会長

監査結果を報告する庭野監事

（1） 平成29年12月15日 第2033号



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
総
務

副
大
臣
の
奥
野
信
亮
で
ご
ざ
い
ま

す
。
代
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会
第
1
0
3

回
評
議
員
会
の
開
催
に
当
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
長
の
皆
様
方
に
は
、

日
ご
ろ
よ
り
地
方
自
治
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
、
9
月

の
台
風
第
18
号
な
ど
、
大
雨
に
よ

り
本
年
も
甚
大
な
被
害
が
各
地
で

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
様
方

に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
方
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
・
大
規

模
化
が
懸
念
さ
れ
る
災
害
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
総
務
省
で
は
、

緊
急
消
防
援
助
隊
の
強
化
や
、
消

防
団
等
の
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
が
人
口
減
少

に
対
応
し
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有

効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
、

包
摂
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）
、

持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
ー
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
）
の
3
つ
の
視
点
に
立
っ

て
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
様
性
に
関
し
て
は
、
一
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
女
性

の
社
会
進
出
・
活
躍
の
推
進
が
特

に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

総
務
省
と
し
て
、
女
性
地
方
公
務

員
や
女
性
消
防
団
員
の
皆
様
に
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
人
一
人
の
生
き
方
に
合
う
よ

う
な
働
き
方
を
認
め
、
各
人
の
持

て
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
包
摂
の
観
点
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー

ク
は
極
め
て
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ

り
、
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
月
・
11
月
は
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間

と
な
っ
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
に
集
中

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
各
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
も

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

国
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
地
方

行
政
制
度
の
持
続
可
能
性
を
追
求

す
る
こ
と
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
諸
課
題
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
を
持
続
可
能
な
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。
11

月
13
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情
報

連
携
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
本
格

運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
の
情
報
連
携
に
伴

い
、
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
子
育
て
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
国
民
の
皆
様
に
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各

市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
し
っ
か
り

と
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
地
域
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
推
進
の
た
め
、

防
災
、
農
業
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
な
ど
、
生
活
に
身
近
な

分
野
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
の
実
証

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

得
ら
れ
た
成
果
を
水
平
展
開
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
へ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
実
装
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
た

め
、
人
口
減
少
と
い
う
静
か
な
る

有
事
、
見
え
ざ
る
有
事
と
闘
っ
て

い
る
各
地
域
を
し
っ
か
り
と
支
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
総
務
省
と
し
て
、
地
域
の

雇
用
創
出
と
消
費
拡
大
の
推
進
、

地
域
へ
の
人
・
情
報
の
流
れ
の
創

出
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
好
循
環
を
拡
大
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地
方
財
政
に
関
し
て
は
、
基
金

の
増
加
な
ど
に
つ
い
て
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
や
財
政

当
局
な
ど
か
ら
強
い
指
摘
を
受
け

て
お
り
、
年
末
の
地
方
財
政
対
策

の
策
定
に
向
け
、
激
し
い
議
論
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
、
地
方
の
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
と
な
る
一
般
財
源
総

額
の
確
保
に
向
け
、
皆
様
方
の
力

強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

地
方
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
の
償
却
資
産
課
税
や

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
な
ど
、
本
年
末

も
与
党
税
制
調
査
会
で
の
激
し
い

議
論
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
方
税

源
の
確
保
を
し
っ
か
り
と
行
う
た

め
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら
ご
要
望

い
た
だ
い
て
い
る
森
林
環
境
税
に

つ
い
て
は
、
総
務
省
と
し
て
検
討

会
を
設
置
し
、
議
論
を
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
も
皆
様
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
丁
寧
に
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可

能
な
形
で
提
供
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
総
務
省
内
に
「
自

治
体
戦
略
2
0
4
0
構
想
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
高
齢

者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
2
0

4
0
年
ご
ろ
の
行
政
課
題
を
整
理

し
、
そ
こ
か
ら
逆
算
す
る
形
で
今

後
の
自
治
体
行
政
の
あ
り
方
を
展

望
し
、
対
応
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
29
年
は
地
方
自
治
法
施
行

70
周
年
に
当
た
る
意
義
深
い
年
で

あ
り
ま
す
。
記
念
式
典
の
開
催
な

ど
に
よ
り
地
方
自
治
の
意
義
と
重

要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

各
地
方
公
共
団
体
の
一
層
の
発
展

と
地
方
自
治
の
進
展
を
期
待
し
て

ま
い
り
ま
す
。

幅
広
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
都
市
の
役
割
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
市
議
会

議
長
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
な

ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
、
総
務
省
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
臨
席

の
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
8
日

総
務
大
臣

野
田

聖
子

古
屋
範
子
・
衆
議
院
総
務
委
員
長
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
国
市
議
会
議
長
会
の
第
1
0

3
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
に

当
た
り
ま
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

市
議
会
運
営
の
重
責
を
担
い
、
地

方
自
治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
日
夜
ご
努
力
を
重
ね

て
お
ら
れ
ま
す
皆
様
に
対
し
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

こ
ら
れ
た
豊
か
な
ご
経
験
と
ご
見

識
を
生
か
さ
れ
地
域
の
発
展
の
た

め
、
な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

平
成
29
年
11
月
8
日

衆
議
院
総
務
委
員
長

古
屋

範
子

総総
務務
大大
臣臣

野野
田田
聖聖
子子
氏氏

〔〔祝祝辞辞〕〕

代代
読読

奥奥
野野
信信
亮亮
・・
総総
務務
副副
大大
臣臣

第2033号 平成29年12月15日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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本
日
は
、
全
国
市
議
会
議
長
会

第
1
0
3
回
評
議
員
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
議
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
平
素
か
ら
地
方
創
生
を

進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
は
、
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中
間

年
を
迎
え
て
お
り
、
既
存
の
取
り

組
み
を
加
速
化
す
る
た
め
の
新
た

な
施
策
に
よ
り
、
地
方
創
生
の
新

展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

2
0
0
0
年
か
ら
の
15
年
間
で

地
方
の
若
者
は
約
3
割
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京
圏
の
転

入
超
過
数
は
近
年
10
万
人
を
超
え

る
規
模
で
推
移
し
て
お
り
、
そ
の

大
半
が
大
学
進
学
時
、
就
職
時
の

若
者
の
転
入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地
方

に
お
け
る
若
者
の
就
学
・
就
業
の

促
進
に
よ
り
東
京
一
極
集
中
の
是

正
を
図
る
た
め
に
、
1
、
地
方
大

学
の
振
興
と
し
て
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
産
官
学
の
推

進
体
制
を
構
築
し
、
地
域
の
中
核

的
産
業
の
振
興
と
専
門
人
材
育
成

を
行
う
先
導
的
な
取
り
組
み
を
全

面
的
に
支
援
す
る
こ
と
。
2
、
東

京
の
大
学
の
新
増
設
の
抑
制
と
し

て
、
既
存
の
学
部
の
改
廃
に
よ
る

学
部
の
新
増
設
な
ど
を
除
い
て
、

原
則
と
し
て
東
京
23
区
の
大
学
の

定
員
増
を
認
め
な
い
こ
と
。
3
、

若
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
と
し
て
、

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
全
国
展

開
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
、

企
業
の
地
方
移
転
等
を
推
進
す
る

こ
と
の
3
点
に
つ
い
て
、
一
体
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、

地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付

金
と
し
て
1
2
0
億
円
の
概
算
要

求
や
地
方
拠
点
強
化
税
制
の
延
長

・
拡
充
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推

進
の
た
め
、
空
き
店
舗
の
活
用
な

ど
に
よ
る
商
業
活
性
化
に
つ
い
て
、

税
制
改
正
要
望
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
、
政
府
関
係
機
関
の

地
方
移
転
、
中
央
省
庁
の
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
国
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
は
、
地
方
公
共
団

体
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
必
要

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
国
と
し
て

は
、
熱
意
の
あ
る
地
方
公
共
団
体

に
対
し
、
引
き
続
い
て
情
報
支
援

・
人
材
支
援
・
財
政
支
援
の
「
地

方
創
生
版
三
本
の
矢
」
で
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
と
同
水

準
の
概
算
要
求
を
行
っ
て
お
り
、

予
算
総
額
の
確
保
や
運
用
の
改
善

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き

ま
し
て
は
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
や
寄
附
企
業
名
の
公
表
等
の

工
夫
が
寄
附
の
獲
得
に
効
果
的
で

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
、
さ
ら
な
る

制
度
の
活
用
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
私
の
下
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
検
証

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
基
本
目
標
、

各
施
策
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
つ
い
て
検
証

等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
て
、
年
末
の
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

改
訂
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
地
方
創
生
を
一
層
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

議
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会

と
ご
参
会
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
8
日

地
方
創
生
担
当
大
臣

梶
山

弘
志

全
国
市
議
会
議
長
会
第
1
0
3

回
評
議
員
会
の
開
催
に
当
た
り
、

参
議
院
総
務
委
員
会
を
代
表
し
て

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
列
席
の
皆
様
に
は
、
地
方
自

治
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の

た
め
、
日
ご
ろ
よ
り
献
身
的
に
ご

尽
力
を
賜
り
、
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
を
は

じ
め
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
相

次
ぎ
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
災

害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔

や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
経
済
は
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
い
て
お
り
、
と

り
わ
け
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
全

国
的
に
求
人
倍
率
や
失
業
率
が
大

き
な
改
善
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
各
地
に
お
い
て
は
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
個
性
や

特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

若
者
の
雇
用
創
出
な
ど
の
取
り
組

み
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
働
き
方

改
革
の
推
進
や
多
様
な
人
材
の
活

躍
と
相
ま
っ
て
、
地
域
経
済
の
好

循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
通
じ
、
人
々
が
安

心
し
て
生
活
を
営
み
、
子
育
て
が

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
も
、
各
地
方
自
治
体
が

持
続
可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
基
盤
と

な
る
地
方
税
財
政
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
住
民

を
代
表
す
る
地
方
議
会
の
重
要
性

は
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、
さ
き
の

通
常
国
会
で
成
立
し
た
「
地
方
自

治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
で
は
、
決
算
不
認
定
の
場
合

に
お
け
る
長
か
ら
議
会
等
へ
の
報

告
規
定
な
ど
が
新
た
に
設
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
行
政
監
視
機
能
や
政

策
形
成
機
能
の
強
化
と
と
も
に
、

情
報
公
開
に
よ
る
住
民
と
の
信
頼

関
係
の
醸
成
な
ど
、
議
会
の
活
性

化
に
向
け
た
一
層
の
ご
尽
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
参
議
院
総
務
委
員
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
委
員
会
の
審

査
な
ど
を
通
じ
、
地
方
分
権
型
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
行
財
政
基

盤
の
確
立
に
向
け
、
引
き
続
き
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
全
国
市
議
会
議
長
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
列
席

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
8
日

参
議
院
総
務
委
員
長

竹
谷

と
し
子

地地
方方
創創
生生
担担
当当
大大
臣臣

梶梶
山山
弘弘
志志
氏氏

〔〔祝祝辞辞〕〕

参参
議議
院院
総総
務務
委委
員員
長長

〔〔祝祝辞辞〕〕

竹竹
谷谷

とと
しし
子子
氏氏

代代
読読

松松
本本
文文
明明
・・
内内
閣閣
府府
副副
大大
臣臣

（3） 平成29年12月15日 第2033号全 国 市 議 会 旬 報



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������

各
委
員
会
の
活
動
報
告（
要
旨
）

去
る
7
月
7
日
、
第
1
4
7
回

委
員
会
を
開
催
し
、
所
管
分
野
に

係
る
16
項
目
の
要
望
書
、
東
日
本

大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
を
決
定

の
上
、
関
係
方
面
に
要
望
活
動
を

行
っ
た
。

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
つ
い

て
。
29
年
も
提
案
募
集
方
式
に
よ

り
地
方
か
ら
多
く
の
積
極
的
な
提

案
が
提
出
さ
れ
た
。
現
在
、
そ
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
地
方
分
権
改

革
有
識
者
会
議
な
ど
で
検
討
さ
れ
、

12
月
に
は
政
府
の
対
応
方
針
が
決

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
政
府
を

は
じ
め
関
係
方
面
に
対
し
、
地
方

の
提
案
事
項
の
実
現
を
は
じ
め
、

さ
ら
な
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
、
地
方
へ
の
権
限
移
譲
な

ど
に
つ
い
て
、
基
礎
自
治
体
の
意

見
を
十
分
踏
ま
え
改
革
を
推
進
す

る
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

地
方
議
会
の
権
能
強
化
に
つ
い

て
。
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴

い
、
二
元
代
表
制
の
下
、
住
民
の

代
表
機
関
と
し
て
地
方
議
会
の
役

割
は
一
層
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、

住
民
の
負
託
に
応
え
、
そ
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
な
る
地
方
議
会
の
権
能
強
化

が
必
要
で
あ
る
。
地
方
議
会
議
員

の
法
的
な
位
置
付
け
の
明
確
化
、

議
長
へ
の
議
会
招
集
権
の
付
与
な

ど
の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
く
。

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ

の
加
入
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で

継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
が
、
厚

生
年
金
加
入
推
進
会
議
と
連
携
し

て
、
引
き
続
き
早
期
実
現
を
強
く

求
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
創
生
の
推
進
、

消
防
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
な

ど
各
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
ま
た
、

全
委
員
会
の
共
通
要
望
事
項
で
あ

る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
関
し
て
も
、
引
き
続
き
強

く
求
め
て
い
く
。

去
る
7
月
19
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
地
方
税
財
政
対
策
に
関
す

る
要
望
書
、
東
日
本
大
震
災
に
関

す
る
要
望
書
を
決
定
し
、
要
望
活

動
を
行
っ
た
。

今
日
の
地
方
自
治
体
は
、
少
子

高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
は
じ
め
、
地

域
の
防
災
・
減
災
対
策
、
地
方
創

生
の
推
進
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
が
山
積
し
、
財
政
需
要
は
増

加
の
一
途
に
あ
る
。

30
年
度
税
制
改
正
に
向
け
、
地

方
税
制
を
拡
充
・
強
化
し
、
税
源

の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収
が
安

定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
を
求

め
て
い
く
。
ま
た
、
地
方
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
が
再
延
期
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
施
策
の

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
必
要
な
財
源
の

確
保
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
時
の

増
収
分
の
使
途
見
直
し
の
際
の
地

方
と
の
十
分
な
協
議
を
求
め
て
い

く
。
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
貴
重

な
地
方
税
財
源
で
あ
る
の
で
、
現

行
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
。
森
林

環
境
税
は
、
市
町
村
の
意
見
を
十

分
踏
ま
え
、
安
定
的
な
財
源
を
確

保
で
き
る
仕
組
み
を
求
め
る
。

地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
。
社

会
保
障
関
係
費
の
増
大
や
防
災
・

減
災
対
策
な
ど
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般

財
源
総
額
の
充
実
確
保
を
求
め
て

�
【
5
面
へ
続
く
】

去
る
7
月
4
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
社
会
文
教
関
係
施
策
に
関

す
る
要
望
書
、
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
、

関
係
方
面
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

11
月
17
日
に
開
催
の
委
員
会
で

は
、
評
議
員
会
議
決
事
項
や
所
管

分
野
に
係
る
諸
情
勢
を
勘
案
し
た

要
望
書
の
決
定
、
関
係
方
面
へ
の

要
望
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
。

30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
県
と
市

町
村
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、

制
度
の
安
定
な
運
営
が
可
能
と
な

る
よ
う
、
十
分
な
財
政
支
援
な
ど

を
引
き
続
き
求
め
て
い
く
。

地
域
医
療
施
策
に
つ
い
て
。
深

刻
な
医
師
不
足
や
地
域
偏
在
を
解

消
し
、
住
民
が
等
し
く
適
切
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
師
確

保
対
策
、
救
急
医
療
の
充
実
確
保
、

自
治
体
病
院
へ
の
財
政
措
置
の
充

実
な
ど
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
。
市

町
村
の
事
業
実
施
を
踏
ま
え
た
制

度
改
正
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

介
護
従
事
者
の
確
保
や
育
成
な
ど
、

必
要
な
支
援
を
求
め
て
い
く
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
。
自
治

体
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

必
要
な
財
源
の
確
保
、
子
ど
も
の

医
療
費
に
関
す
る
全
国
一
律
の
制

度
の
創
設
、
待
機
児
童
の
解
消
な

ど
を
求
め
て
い
く
。

文
教
施
策
に
つ
い
て
。
教
育
の

機
会
均
等
、
そ
の
水
準
の
維
持
向

上
の
た
め
、
教
育
予
算
総
額
の
拡

充
、
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
を

求
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用

対
策
、
環
境
保
全
施
策
な
ど
に
つ

い
て
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

三輪地行委員長

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

委
員
長

三
輪
正
善
関
市
議
長

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

委
員
長

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

佐
藤
晶
二
久
留
米
市
議
長

委
員
長小

川
眞
和
福
山
市
議
長

佐藤社文委員長

小川地財委員長
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い
く
。
さ
ら
に
、
地
方
創
生
、
地

域
経
済
・
雇
用
対
策
等
へ
の
取
り

組
み
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
必
要
な
歳
出
は
別
枠
で
地

方
財
政
計
画
に
計
上
す
る
な
ど
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
措
置
を

引
き
続
き
講
じ
る
と
と
も
に
、
地

方
の
財
源
不
足
の
補
填
は
、
地
方

交
付
税
の
法
定
率
の
引
き
上
げ
を

含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う

よ
う
求
め
て
い
く
。
自
治
体
の
基

金
は
、
不
測
の
事
態
に
よ
る
税
収

減
や
災
害
な
ど
に
備
え
て
お
り
、

単
に
基
金
残
高
の
増
加
を
も
っ
て

地
財
計
画
の
歳
出
の
削
減
は
行
わ

な
い
よ
う
求
め
て
い
く
。

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
や

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
総
額
確

保
な
ど
を
求
め
て
い
く
。

�【
4
面
か
ら
続
く
】

去
る
7
月
10
日
、
委
員
会
を
開

催
し
、
所
管
分
野
に
係
る
要
望
書
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書

を
取
り
ま
と
め
、
要
望
活
動
を
行

っ
た
。

11
月
9
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

評
議
員
会
議
決
事
項
な
ど
を
踏
ま

え
、
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け
た

要
望
書
の
決
定
、
関
係
方
面
へ
の

要
望
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。29

年
度
末
で
廃
止
予
定
の
軽
油

取
引
税
の
課
税
免
除
制
度
に
つ
い

て
。
経
済
産
業
省
の
30
年
度
税
制

改
正
要
望
で
適
用
期
間
の
3
年
間

の
延
長
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
の
延
長
の
実
現
に
向
け
、
引
き

続
き
要
望
し
い
く
。

農
林
水
産
業
振
興
対
策
に
つ
い

て
。
持
続
的
な
経
営
維
持
・
発
展

に
向
け
た
施
策
の
推
進
、
担
い
手

の
確
保
・
育
成
対
策
の
推
進
、
野

生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物
被
害

の
防
止
対
策
な
ど
を
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。
現
在
、
国
で
検
討

中
の
森
林
吸
収
源
対
策
の
た
め
の

税
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
地
方
の

意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
制
度
設

計
を
求
め
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
中
小
企
業
振
興
対

策
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
経
営
安
定
に
向
け

た
振
興
対
策
の
拡
充
強
化
な
ど
に

つ
い
て
、
食
の
安
全
及
び
消
費
者

の
信
頼
確
保
対
策
で
は
、
輸
入
食

材
等
の
監
視
、
検
査
体
制
の
強
化

充
実
な
ど
に
つ
い
て
、
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
で
は
、
原
子
力
発

電
所
の
安
全
・
防
災
対
策
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
・
開
発

な
ど
に
つ
い
て
、
要
望
し
て
い
く
。

去
る
8
月
の
委
員
会
で
は
、
建

設
運
輸
関
連
施
策
の
推
進
の
ほ
か
、

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書

を
取
り
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

11
月
21
日
開
催
の
委
員
会
で
は
、

年
末
の
政
府
予
算
編
成
に
向
け
て

の
要
望
書
の
取
り
ま
と
め
と
要
望

活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
。
近

年
、
わ
が
国
で
は
、
東
日
本
大
震

災
、
熊
本
地
震
は
じ
め
と
し
た
大

地
震
や
、
津
波
、
台
風
、
集
中
豪

雨
、
火
山
噴
火
な
ど
に
よ
り
、
各

地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た
め
、

自
然
災
害
対
策
の
さ
ら
な
る
充
実

強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
国
土
強

靱
化
基
本
法
な
ど
災
害
関
連
の
各

法
律
に
基
づ
く
施
策
の
着
実
な
推

進
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
連

携
さ
せ
た
水
害
・
土
砂
災
害
対
策

な
ど
の
推
進
を
強
く
要
望
し
て
い

く
。東

日
本
大
震
災
に
つ
い
て
。
復

旧
・
復
興
事
業
予
算
、
震
災
復
興

特
別
交
付
税
な
ど
の
所
要
額
確
保
、

原
子
力
発
電
所
事
故
災
害
に
お
け

る
風
評
被
害
対
策
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
施

策
の
充
実
強
化
を
引
き
続
き
求
め

て
い
く
。

各
種
交
通
基
盤
整
備
に
つ
い
て
。

高
速
道
路
等
の
高
規
格
幹
線
道
路

網
の
早
期
完
成
の
ほ
か
、
新
幹
線

鉄
道
の
整
備
促
進
な
ど
を
要
望
し

て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、
都
市
基
盤
整
備
に

つ
い
て
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
着

実
な
整
備
及
び
維
持
管
理
・
更
新

に
必
要
な
予
算
確
保
な
ど
、
観
光

立
国
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
訪
日

外
国
人
の
増
加
に
向
け
た
各
種
施

策
の
充
実
強
化
な
ど
を
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
。

本
会
の
重
点
要
望
の
実
現
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
29
年

度
は
、
部
会
選
出
委
員
9
名
の
ほ

か
、
政
府
・
与
党
幹
部
の
地
元
選

挙
区
を
考
慮
し
、
山
田
会
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
委
員
10
名
の
計
19
名

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

去
る
10
月
5
日
、
第
1
3
2
回

委
員
会
を
開
催
し
、
地
方
創
生
の

推
進
、
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
、

防
災
・
減
災
対
策
の
充
実
強
化
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

へ
の
加
入
の
要
望
事
項
を
盛
り
込

ん
だ
要
望
書
を
決
定
し
た
。
本
来

な
ら
ば
、
委
員
会
終
了
後
、
要
望

活
動
を
行
う
予
定
だ
っ
た
が
、
9

月
28
日
の
衆
議
院
解
散
に
伴
い
要

望
活
動
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、

要
望
書
は
、
関
係
省
庁
の
事
務
方

に
提
出
し
た
。

今
後
は
、
30
年
度
税
制
改
正
や

予
算
編
成
に
向
け
た
議
論
が
本
格

化
す
る
。
11
月
22
日
に
第
1
3
3

回
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
の
重

点
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
本

委
員
会
委
員
、
地
方
行
政
委
員
会

・
地
方
財
政
委
員
会
の
正
副
委
員

長
と
と
も
に
、
政
府
・
与
党
の
要

職
者
に
対
し
強
力
に
要
望
活
動
を

行
う
。

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

委
員
長須

永
宣
延
熊
谷
市
議
長

須永建運委員長

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

副
委
員
長中

谷
尚
敬
生
駒
市
議
長

国国
会会
対対
策策
委委
員員
会会

委
員
長新藤

信
夫
さ
い
た
ま
市
議
長

中谷産経副委員長

新藤国対委員長
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部
会
提
出
議
案

【
議
案
説
明
者
】

※
番
号
は
議
案
番
号

地
方
行
財
政
関
連

①
長
南
誠
議
長
（
村

山
市
）

②
伊
藤
竹
夫
議
長

（
成
田
市
）

③
工
藤
英
治
議
長
（
網
走
市
）

社
会
文
教
関
連

④
細
井
英
輔
議
長
（
吉
野
川
市
）

⑤
藤
江
久
子
議
長
（
高
山
市
）

⑥
熊
谷
伸
一
議
長
（
気
仙
沼
市
）

⑦
福
岡
正
輝
議
長
（
豊
中
市
）

⑧
田
中
久
和
議
長
（
調
布
市
）

⑨
小
林
雄
二
議
長
（
周
南
市
）

⑩
小
林
治
晴
議
長
（
長
野
市
）

建
設
運
輸
関
連

⑪
野
間
芳
実
議
長
（
鈴
鹿
市
）

⑫
三
浦
渉
議
長
（
佐
伯
市
）

⑬
内
山
米
六
議
長
（
上
越
市
）

⑭
長
尾
修
議
長
（
真
庭
市
）

⑮
岡
﨑
利
久
議
長
（
宿
毛
市
）

⑯
松
本
正
則
議
長
（
諫
早
市
）

⑰
佐
藤
敏
男
議
長
（
北
広
島
市
）

（
以
上
、
上
程
順
）

国
と
地
方
の
協
議
の
場
等
に
対

す
る
本
会
の
意
見
調
整
を
行
う
た

め
の
委
員
会
。
各
部
会
長
、
各
委

員
会
の
委
員
長
の
ほ
か
、
政
令
指

定
都
市
、
中
核
市
、
施
行
時
特
例

市
の
議
長
各
2
名
、
人
口
20
万
人

未
満
の
市
の
議
長
9
名
、
合
わ
せ

て
30
名
で
構
成
。
委
員
会
に
は
山

田
会
長
、
各
副
会
長
も
出
席
す
る
。

去
る
10
月
26
日
、
29
年
度
第
2

回
国
と
地
方
の
協
議
の
場
が
開
催

さ
れ
、
30
年
度
予
算
概
算
要
求
や

地
方
創
生
・
地
方
分
権
改
革
の
推

進
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
各
会

長
が
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
た
。

山
田
会
長
か
ら
は
、
国
と
地
方
の

役
割
分
担
に
応
じ
た
地
方
税
の
強

化
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す

る
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
の
廃

止
と
全
国
一
律
の
制
度
の
創
設
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
の
総
額
確
保
、
下
水
道
を
は
じ

め
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
集

約
化
・
複
合
化
等
に
対
す
る
支
援

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

年
末
の
政
府
予
算
編
成
、
税
制

改
正
に
向
け
、
引
き
続
き
本
会
の

意
見
を
適
切
に
反
映
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

11
月
14
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

評
議
員
会
決
議
案
や
各
委
員
会
の

要
望
事
項
を
踏
ま
え
つ
つ
、
30
年

度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
、
本
会

の
対
応
を
協
議
す
る
。
基
金
に
関

す
る
議
論
の
ほ
か
、
消
費
税
・
地

方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
分
の
一

部
を
活
用
し
た
新
た
な
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
、
30
年
度
地
方
財
政

対
策
や
税
制
改
革
は
、
引
き
続
き

地
方
側
に
と
っ
て
厳
し
い
議
論
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

今
後
と
も
政
府
の
動
向
を
踏
ま
え

適
時
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

第103回評議員会提出議案（部会提出議案・上程順）

提出
部会

東 北

関 東

北海道

四 国

東 海

東 北

近 畿

関 東

中 国

北信越

東 海

九 州

北信越

中 国

四 国

九 州

北海道

件 名

地方創生の実現に必要な財源の確保及
び交付金制度等の拡充について

公共施設等適正管理推進事業債の期間
延長について

北方領土問題の早期解決等について

国民健康保険制度の改革に伴う財政支
援について

地域医療提供体制の整備促進について

認可外保育施設への公的支援拡充につ
いて

福祉施策の充実について

医療的ケア児支援に関する要望

民生委員・児童委員の活動環境の整備
について

学校施設環境改善交付金制度の拡充に
ついて

治水事業の促進について

記録的な豪雨災害に対する河川等災害
復旧事業及び治山・治水対策の推進に
ついて

地域高規格道路松本糸魚川連絡道路の
整備促進について

道路整備事業に係る国の財政上の特別
措置に関する法律に基づく補助率等の
嵩上げ措置の継続について

地方の道路整備の推進について

九州における高速交通網の整備促進等
について

北海道新幹線の建設促進について

議案
番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

上程順序
及び区分

地
方
行
財
政

社
会
文
教

建
設
運
輸

1

2

3

国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
等等
にに
関関
すす
るる
特特
別別
委委
員員
会会

評議員会の模様

委
員
長松

原
成
文
川
崎
市
議
長

松原国地方協議の場等特別委員長

左から、細井吉野川市議長、藤江高山市議長、熊谷気仙沼市議長、福
岡豊中市議長、田中調布市議長、小林周南市議長、小林長野市議長

左から、野間鈴鹿市議長、三浦佐伯市議長、内山上越市議長、長尾真
庭市議長、岡﨑宿毛市議長、松本諫早市議長、佐藤北広島市議長

左から、長南村山市議長、伊藤成田市議長、工藤網走市議長
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・安全交付金の所要額の確保など十分な支援措置
を講じること。
4 災害復旧・復興支援対策の充実強化について
� 被災自治体の災害復旧・復興対策に万全を期
すため、災害復旧・復興事業に要する経費の地
方負担に対する支援措置の充実強化を図ること。

� 被災者が早期に自立した生活を送ることがで
きるよう、災害救助法に基づく支援及び被災者
生活再建支援制度等の拡充を図ること。

5 原子力発電所の安全・防災対策の充実強化につ
いて
東京電力福島第一原子力発電所事故の原因や対応

の検証結果を踏まえ、速やかに万全の安全対策及び
防災対策の強化を図ること。
6 消防防災体制の充実強化について
� 地方自治体の消防防災体制の一層の充実を図
るため、消防防災施設・設備整備に対する財政
措置を拡充すること。

� 地域の防災力の強化を図るため、消防団の装
備の充実や団員の待遇改善等に対する財政措置
を拡充すること。

以上決議する。

平成29年11月8日

全国市議会議長会

会長提出議案第4号

東日本大震災からの復旧・復興に関する決議（案）

東日本大震災の発生から6年7か月が経過した。
被災自治体においては、迅速な復旧・復興に向けて
鋭意努力をしているものの、被災者の生活再建、地
域産業の再生や公共施設の復旧等に加え、東京電力
福島第一原子力発電所事故に起因する放射性物質に
よる健康問題や農水畜産物の汚染への対応等、解決
すべき困難な課題が山積している。
このような中、国は、種々の支援策の実施により

被災地の復旧・復興に尽力されているところである
が、復興の進捗に遅れが生じないよう、被災地の要
望をより一層丁寧に酌み取り、被災地の立場と視点
に立った迅速かつ柔軟な対応を講じていくことが重
要である。
よって、国においては、一日も早い被災地全体の

復旧・復興の実現に向け、特に下記の事項を実現さ
れるよう強く要望する。

記

1 東日本大震災からの早期復旧・復興について
� 復旧・復興事業予算及び震災復興特別交付税
等の所要額を確保するとともに、被災地の実情
に応じた復興交付金の柔軟な運用を図るなど、
復興事業が完了するまでの間、継続的な措置を
講じること。
また、平成28年度より生じている一部の復興

事業に対する地方負担額を引き続き最小限にと
どめるよう配慮すること。

� 被災者の生活再建や生活基盤回復に向け、抜
本的な雇用対策、被災者生活再建支援制度、災
害援護資金貸付制度及び被災市街地復興土地区
画整理事業の拡充など支援策の充実強化を図る
こと。

� 震災を受けた地域の観光交流施設等の復旧、

被災地における水産業及び関連産業の復興、被
災農地の復旧、地元企業や商店街の早期復旧等、
地域産業の復旧・復興に対する支援措置の充実
強化等を図ること。
� 公共施設等の復旧・復興に向け、各種災害復
旧補助制度に係る補助率の大幅な嵩上げや対象
経費の拡大を図るとともに、今後の防災力強化
を見据えた原形復旧以上の整備等に係る対象経
費の拡大等を積極的に行うこと。
� 被災自治体における生活保護、介護、医療に
ついて、被災地の実情に応じた十分な支援措置
を講じることにより、被災者に対する社会保障
の充実強化を図ること。
� 災害救急医療の増加経費対策や必要な医師の
確保、災害拠点病院整備等、被災地域の医療機
関に対し万全の支援措置を講じること。
� 地盤沈下によりその利用に支障が生じている
地域に係る土地について、被災自治体が行う嵩
上げ工事や土地区画整理事業及び上下水道の再
整備等に対し全面的に財政支援措置を講じるこ
と。

2 原子力発電所事故災害への対応について
� 産業振興を更に確実なものとするため、風評
被害対策への取組を強化し、風評被害の速やか
な終息に努めるとともに、農水畜産物等に対す
る放射性物質対策や生産者への支援等の拡充を
図ること。
� 復旧・復興の加速に向けた諸課題の解決のた
め、必要な財源を十分に確保するとともに、各
種支援措置の充実強化を図ること。
� 被災自治体除染実施計画を確実に推進するた
め、除染対策事業交付金の財源を十分に確保す
るとともに、除染作業の更なる加速化を図るた
めの万全の措置を講じること。
� 一時保管や仮置場の除染土壌等を早急に搬出
できるよう、中間貯蔵施設の整備を強力に推進
するとともに、仮置場等の確保について国有地
の提供や財政措置を講じるなど国が主体的かつ
積極的に取り組むこと。
� 汚染水対策をはじめとする廃炉に向けた取組
について、確実な安全対策を講じた上で万全な
作業に取り組み、住民に対し迅速で分かりやす
い情報提供を行うとともに、福島県内の原子力
発電所全基廃炉に向けた取組を推進するよう、
東京電力ホールディングス株式会社に対し引き
続き強く求めること。
� 健康異常が早期発見できる徹底した健康管理
体制の構築を図るとともに、その費用について
全額国庫負担を継続すること。
� 被災地域の復興・再生のために極めて重要な
鉄道や道路交通網等のインフラの整備について、
整備促進を図るなど必要な措置を講じること。
� 原子力発電所事故の発生に伴う損害について、
風評被害も含め適切で迅速な賠償が行われるよ
う、国の責任において万全の対策を講じること。
	 避難指示区域等への支援について、避難者の
帰還に向けた生活の再建や心のケア等に必要な
支援を行うとともに、地域の復興・再生に向け
た取組に対し十分な支援を行うこと。

以上決議する。

平成29年11月8日

全国市議会議長会

【8面から続く】
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� 地方分権改革の進展により、地方議会の役割
は一層重要性を増していることから、議会の自
主性・自律性をより高め、各議会が地域の実情
に応じ、自らの判断により権能を行使できるよ
う、地方議会の活動を制約している法令上の諸
規定の更なる見直しを図ること。

以上決議する。

平成29年11月8日

全国市議会議長会

会長提出議案第2号

地方税財源の充実確保に関する決議（案）

今日の地方自治体においては、急速に進行する少
子・高齢化に対応した福祉・医療サービスの充実や
地域の防災・減災対策をはじめ、活力ある地域社会
の実現のための地方創生の推進など、様々な行政課
題に対する財政需要は増加の一途にある。
このような中、住民に身近な行政サービスの担い

手である地方自治体が、今後も安定的に行政サービ
スを提供するためには、地方税・地方交付税等の一
般財源総額の充実確保が不可欠である。
よって、国においては、平成30年度税制改正・地

方財政対策に当たり、特に下記の事項を実現される
よう強く要望する。

記

1 平成30年度地方財政対策について
� 社会保障関係費の増大や地域の防災・減災対
策、地域経済の振興など地域の活性化対策に的
確に対応するため、地方税・地方交付税等の一
般財源総額を充実確保すること。

� 地方創生の推進、人口減少対策、地域経済・
雇用対策等への取組を確かなものとするために
も、必要な歳出を別枠で地方財政計画に計上す
るなど、地域の実情を踏まえた措置を引き続き
講じること。

� 地方交付税については、引き続き財源保障機
能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できる
よう総額を確保すること。また、地方の財源不
足の補てんについては、地方交付税の法定率の
引上げを含めた抜本的な見直しを行うこと。

� 地方自治体では独自に行政改革に取り組みな
がら、不測の事態による税収減や災害等に備え
て基金を積み立てているところであり、単に地
方の基金残高が増加していることをもって地方
財政計画の歳出の削減は行わないこと。

� 公共施設等適正管理推進事業費については、
個別施設の維持管理、更新等に係る取組が本格
化することから、引き続き十分な財源を確保す
るとともに、公共施設等適正管理推進事業債の
期限を延長すること。

2 平成30年度税制改正について
� 地方財政の財源が大幅に不足している現状に
鑑み、今後とも地方税制の拡充強化に努めるこ
と。
その際、税源の偏在性が小さく、税収が安定

的な地方税体系を構築すること。
� 消費税・地方消費税率の引上げが再延期され
たことにより、地方が進める社会保障施策の充
実に向けた取組に支障が生じることがないよう、

国の責任において必要な財源を確保すること。
また、消費税・地方消費税率10％時の増収分の
使途を見直す場合には、地方行財政に大きく関
わることから、地方と十分協議すること。
� 固定資産税は、市町村財政を支える基幹税で
あることから、その安定的確保を図ること。ま
た、償却資産に係る固定資産税については、現
行制度を堅持すること。
� 自動車の保有に係る税負担の軽減に関する総
合的な検討に当たっては、地方財政に影響を与
えないよう安定的な財源を確保すること。
� ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在市町村の財
政需要に対応した貴重な税財源となっているこ
とから、現行制度を堅持すること。
� 森林環境税（仮称）の創設に向けた総合的な
検討に当たっては、市町村の意見を十分に踏ま
え、市町村が森林整備等において果たす役割を
明確にしつつ、安定的に財源を確保できる仕組
みを構築すること。

以上決議する。

平成29年11月8日
全国市議会議長会

会長提出議案第3号

防災・減災対策の充実強化に関する決議（案）

近年、我が国では、東日本大震災、平成28年熊本
地震、鳥取県中部地震をはじめ、集中豪雨・土砂災
害、火山噴火等、大規模な自然災害が多発し、各地
に甚大な被害をもたらしている。昨年12月には、新
潟県糸魚川市市街地での大規模な火災も発生し、本
年7月には、九州北部豪雨災害に見舞われた。また、
南海トラフ地震、首都直下地震の発生の切迫性が指
摘されているところである。
こうした災害から、国民の生命、身体及び財産を
守るためには、ハード面・ソフト面の様々な防災・
減災対策のより一層の推進が急務となっている。
よって、国においては、防災・減災対策の充実強
化に向け、特に下記の事項を実現されるよう強く要
望する。

記

1 地震・津波・火山防災対策の充実強化について
� 「強くしなやかな国民生活の実現を図るため
の防災・減災等に資する国土強靱化基本法」、
「災害対策基本法」、「南海トラフ地震に係る
地震防災対策の推進に関する特別措置法」、「首
都直下地震対策特別措置法」等に基づく施策の
着実な推進を図るとともに、地方自治体の負担
軽減措置を拡充すること。
� 地震、津波及び火山噴火による被害を最小限
にするため、観測・監視体制の強化を図ること。

2 台風・集中豪雨対策等の充実強化について
� 頻発する台風や集中豪雨などによる被害を防
止・軽減するため、ハード・ソフト対策を連携
させた水害・土砂災害対策の推進を図ること。
� 台風・集中豪雨等による被害を防止・軽減す
るため、気象観測体制の強化を図ること。

3 防災・安全に資する社会資本整備事業への支援
について
地方自治体が計画的にインフラの防災・減災対
策、老朽化対策等の事業を執行できるよう、防災

【9面から続く】

【7面へ続く】
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嵩
上
げ
。
過
去
実
績
82
％
↓
92

％
）
②
農
林
水
産
業
共
同
利
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
の
補
助
の
特

例
（
農
業
協
同
組
合
等
が
所
有
す

る
倉
庫
、
加
工
施
設
な
ど
の
共
同

利
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
、
通
常
の
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
。
20
％
↓
最
高
90
％
）
③
小

災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基

準
財
政
需
要
額
へ
の
算
入
等
（
国

庫
補
助
対
象
外
の
小
規
模
な
災
害

復
旧
分
の
需
要
額
へ
の
算
入
）

激激
甚甚
災災
害害
指指
定定
をを
閣閣
議議
決決
定定

政
府
は
11
月
21
日
、
閣
議
に
お

い
て
、
10
月
21
日
か
ら
23
日
ま
で

の
間
の
暴
風
雨
（
台
風
21
号
）
に

よ
る
災
害
に
つ
い
て
、
激
甚
災
害

の
指
定
と
適
用
す
べ
き
措
置
の
指

定
に
関
す
る
政
令
を
決
定
し
た

（
11
月
27
日
公
布
・
施
行
）
。

全
国
を
対
象
に
①
農
地
等
の
災

害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特

別
措
置
②
農
林
水
産
業
共
同
利
用

施
設
災
害
復
旧
事
業
費
の
補
助
の

特
例
③
小
災
害
債
に
係
る
元
利
償

還
金
の
基
準
財
政
需
要
額
へ
の
算

入
等
―
の
3
つ
の
措
置
が
適
用
さ

れ
る（
本
激
）。
査
定
見
込
額
は
農

地
等
で
1
0
1
億
3
0
0
0
万
円
。

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長=

山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議
長
）
は

29
年
11
月
9
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
で
平
成
29
年
度
第
2
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
冒
頭
に
山
田
会
長

が
「
共
済
会
の
年
金
は
貴
重
な
生

活
の
糧
で
あ
る
の
で
、
円
滑
な
業

務
の
運
営
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
。

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

加
入
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
区
議
会
が
地
元
選
出
国
会
議
員

に
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と
が
有
益
。

地
元
選
出
国
会
議
員
に
自
主
的
な

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
」
な

ど
の
挨
拶
を
し
た
。

報
告
で
は
、
事
務
報
告
、
29
年

度
上
半
期
経
理
状
況
に
つ
い
て
了

承
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
で
は
、

共
済
会
に
お
け
る
公
的
年
金
の
重

複
期
間
控
除
の
事
務
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

協
議
で
は
、
30
年
度
予
算
大
綱

案
を
了
承
し
た
。
同
大
綱
を
基
に

「
平
成
30
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
」
を
作
成
し
、
30
年
2
月
16

日
開
催
の
第
3
回
理
事
会
、
第
1

1
5
回
代
議
員
会
に
提
出
す
る
。

そ
の
他
で
は
、
次
回
の
理
事
会

・
代
議
員
会
の
開
催
日
程
、
地
方

議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入

に
向
け
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

共
済
会
が
第
2
回
理
事
会
を
開
催

30
年
度
予
算
大
綱
案
を
了
承

会長提出議案第1号

地方創生及び地方分権改革の推進に関する決議（案）

我が国が将来にわたり活力ある社会を維持し、人
口減少に歯止めをかけ、それぞれの地域で住みよい
環境を確保していくためには、地方創生の推進が不
可欠である。
国が、新たな施策により地方創生の取組を深化・
加速化する中、地方は、それぞれが策定した地方版
総合戦略等に基づき、地方の創意工夫を活かした施
策を進めているが、地方創生に係る事業を円滑に実
施するためには、必要な財源を継続的に確保するこ
とが極めて重要である。
また、その推進に当たっては、国及び地方がそれ
ぞれの役割分担を踏まえつつ、相互に連携を図りな
がら、一体となって課題に取り組むことが重要であ
るとともに、その基盤となる地方分権改革の更なる
推進が不可欠である。
よって、国においては、地方創生及び地方分権改
革の推進に向け、特に下記の事項を実現されるよう
強く要望する。

記

1 地方創生の推進について
� 地方が自主性・主体性を最大限発揮して継続
的に地方創生に取り組めるよう、平成29年度地
方財政計画に計上された「まち・ひと・しごと
創生事業費」（1兆円）を拡充・継続すること。
� 「地方創生推進交付金」については、長期に
わたり施策が展開できるよう継続的なものとし、
総額の確保を図るとともに、事業申請に係る手
続を簡素化すること。
また、地方創生関連補助金等については、要
件の緩和など弾力的な取扱いを図ること。
平成30年度概算要求において創設が盛り込まれ
た産官学連携による人材育成や産業振興を支援
する「地方大学・地域産業創生交付金」につい
ては、所要額を確保するとともに、地域の人材
への投資を通じて地域の生産性の向上を図るこ
と。
� 地方大学は、地域の将来を支える人材や産業
の育成に大きく貢献し、地方創生にとって重要
な役割を担っていることから、地方が行う地方
大学振興のための諸事業に対し、財政支援措置
を講じるなど、地方大学等の運営基盤を充実す
ること。

2 地方分権改革の推進について
� 地方分権改革については、地方分権改革推進
委員会の累次にわたる勧告に基づき着実に進展
してきているところである。現在は、4年目を
迎える提案募集方式により、地方からの具体的
な提案が提出され、検討が進められている。
今後も、地方からの提案の実現に向けて積極
的に検討・採用を行うとともに、地方が自主的
・主体的な取組を行うことができるよう、「従
うべき基準」の参酌すべき基準化を含めた更な
る義務付け・枠付けの見直し、国から地方及び
都道府県から基礎自治体への更なる事務・権限
の移譲を行うこと。
なお、事務・権限の移譲等に当たっては、一
般財源ベースでの適切な財源移転を一体的に行
うとともに、人員等の課題については、地方の
自主性・主体性を十分踏まえ、対応すること。

【8面へ続く】

（9） 平成29年１２月15日 第20３３号

挨拶する山田会長

会議の模様
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を
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
じ
め
正
副
会
長
は
10
月

16
日
に
石
巻
市
、
仙
台
市
、
名
取

市
、
翌
17
日
に
南
相
馬
市
を
訪
れ
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況

を
視
察
し
た
。

今
号
で
は
、
名
取
市
閖
上
地
区

の
視
察
の
概
要
を
報
告
す
る
。

名

取

市

山
田
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

郷
内
良
治
名
取
市
議
会
議
長
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。
郷
内
議
長
、
菊

地
忍
名
取
市
議
会
副
議
長
が
同
行

し
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
、
日

和
山
、
閖
上
中
央
第
一
団
地
な
ど

を
視
察
し
た
。

【
東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
】

東
日
本
大
震
災
慰
霊
碑
は
、
犠

牲
者
の
方
々
が
天
に
上
っ
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
を
表
す
と
と
も
に
、
震

災
を
克
服
し
、
復
興
に
向
け
た
決

意
を
新
た
に
す
る
気
持
ち
を
込
め

て
「
種
の
慰
霊
碑
」
か
ら
発
芽
し

た
「
芽
生
え
の
塔
」
が
、
こ
の
地

に
豊
か
さ
が
戻
る
こ
と
を
願
う

「
豊
穣
の
大
地
」
か
ら
上
へ
上
へ

と
伸
び
て
い
く
様
子
を
表
現
し
て

い
る
。

山
田
会
長
は

じ
め
視
察
参
加

者
は
鎮
魂
の
祈

り
を
捧
げ
た
。

【
日
和
山
】

手
嶋
日
出
彦
・
名
取
市
震
災
復

興
部
長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
た
。

日
和
山
は
大
正
時
代
に
海
の
日

和
を
見
る
た
め
に
つ
く
っ
た
人
工

の
山
。
高
さ
が
6
・
3
ｍ
あ
る
。

津
波
は
8
・
4
ｍ
ま
で
達
し
た
。

閖
上
の
市
街
地
に
は
約
2
1
0

0
世
帯
5
7
0
0
人
が
住
ん
で
い

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
際
の
津

波
に
よ
り
、
海
岸
線
か
ら
1
・
5

㎞
ま
で
の
住
家
は
流
出
し
て
し
ま

っ
た
。

閖
上
地
区
の
隣
の
下
増
田
地
区

の
住
民
は
住
民
自
身
で
集
団
移
転

を
決
め
、
内
陸
部
の
団
地
（
下
増

田
地
区
防
災
集
団
移
転
団
地
・
美

田
園
北
）
で
27
年
10
月
に
ま
ち
び

ら
き
を
終
え
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。

閖
上
地
区
は
、

現
地
再
建
の
区

画
整
理
事
業
と

し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
事
業
の

方
向
性
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
、

復
興
が
足
踏
み

し
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。

安
全
対
策
は

多
重
防
御
で
あ

る
。
海
岸
堤
防

・
河
川
堤
防
の

第
一
次
防
御
ラ

イ
ン
が
あ
り
、
海
岸
堤
防
は
高
さ

が
Ｔ
Ｐ
7
・
2
ｍ
で
百
数
十
年
に

一
度
の
津
波
へ
の
防
御
策
（
Ｌ
1

対
応
）
で
あ
る
た
め
、
東
日
本
大

震
災
の
際
の
津
波
規
模
と
な
る
と

安
全
策
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
第

二
次
防
御
ラ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
い

る
。
一
次
防
御
ラ
イ
ン
を
乗
り
越

え
て
き
た
津
波
を
こ
の
二
次
防
御

ラ
イ
ン
で
減
衰
さ
せ
、
避
難
時
間

を
稼
ぐ
、
浸
水
の
高
さ
を
低
く
す

る
効
果
を
狙
っ
て
い
る
。

区
画
整
理
事
業
で
は
、
さ
ら
な

る
安
全
対
策
と
し
て
、
津
波
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
浸
水
が
不
可
避

と
さ
れ
た
場
所
は
か
さ
上
げ
を
行

っ
て
い
る
。
図
の
赤
斜
線
部
を
約

4
ｍ
か
さ
上
げ
し
て
い
る
。
地
震

発
生
後
、
県
道
塩
釜
亘
理
線
（
1

日
約
1
万
7
0
0
0
台
が
通
行
す

る
幹
線
道
路
）
が
渋
滞
し
、
内
陸

に
逃
げ
遅
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

自
動
車
が
立
体
交
差
で
横
断
で
き

る
避
難
路
を
3
本
整
備
す
る
。
ま

た
、
集
合
住
宅
タ
イ
プ
の
復
興
住

宅
と
市
街
地
の
中
心
部
に
で
き
る

2
階
建
て
の
屋
上
が
利
用
で
き
る

公
民
館
、
小
中
一
貫
校
（
市
内
全

域
か
ら
募
集
・
30
年
4
月
開
校
）

の
3
つ
が
避
難
場
所
と
な
る
。

区
画
整
理
事
業
と
防
災
集
団
移

転
事
業
を
併
用
し
て
い
る
。
二
次

防
御
ラ
イ
ン
の
外
側
を
災
害
危
険

区
域
に
指
定
し
、
住
宅
が
建
設
で

き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
地
域

産
業
の
再
生
と
新
し
い
産
業
の
誘

致
を
行
い
、
内
側
は
住
宅
再
建
し

て
い
る
。
名
取
市
内
で
、
復
興
住

宅
6
6
0
戸
の
整
備
の
う
ち
閖
上

地
区
で
は
4
6
8
戸
整
備
す
る
。

進
捗
状
況
で
あ
る
が
、
集
合
住
宅

【
11
面
へ
続
く
】 名取市復興まちづくり事業全体図から抜粋

正副会長
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
を
視
察
③

石
巻
、仙
台
、名
取
、南
相
馬
を
訪
問

鎮魂の祈りを捧げる山田会長

挨拶をする郷内議長

日和山

菊地副議長

手嶋部長

東日本大震災慰霊碑

第2033号 平成29年12月15日 （10）全 国 市 議 会 旬 報
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は
29
年
7
月
に
入
居
、
も
う
1
棟

が
11
月
に
入
居
す
る
予
定
。
戸
建

て
の
住
宅
は
28
年
か
ら
入
居
が
始

ま
り
、
徐
々
に
、
被
災
し
た
住
民

が
閖
上
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
復

興
庁
の
基
準
（
元
の
住
民
が
戻
る

数
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
に
従
っ
た
区
画
整
理
事
業
の

計
画
人
口
は
2
1
0
0
人
で
、
震

災
前
の
約
3
分
の
1
に
減
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
水
産
加

工
業
等
も
あ
る
の
で
、
被
災
者
以

外
の
人
の
居
住
な
ど
が
見
込
め
、

人
口
は
増
え
て
い
く
要
素
は
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

防
災
集
団
移
転
事
業
の
跡
地
活

用
は
ど
の
被
災
地
で
も
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
水
産
加
工
団
地
が

整
備
さ
れ
、
公
募
で
9
社
（
▽
市

内
4
社
▽
仙
台
市
1
社
▽
多
賀
城

市
1
社
▽
相
馬
市
2
社
▽
浪
江
町

1
社
）
が
進
出
、
29
年
9
月
に
9

社
目
の
会
社
が
操
業
し
た
。
残
り

の
土
地
で
あ
る
が
、
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
で
は
、
事
業
用
地
や

空
地
は
購
入
で
き
ず
、
住
宅
地
し

か
購
入
で
き
な
い
の
で
、
点
在
し

た
土
地
の
利
活
用
が
問
題
。
土
地

区
画
整
理
事
業
を
行
い
、
土
地
を

集
約
、
整
序
し
、
企
業
誘
致
を
し

や
す
く
、
ま
た
は
も
と
も
と
の
事

業
用
地
の
土
地
活
用
を
し
や
す
く

す
る
た
め
、
28
年
夏
に
認
可
を
も

ら
っ
た
。

【
閖
上
中
央
第
一
団
地
】

郷
内
秀
稔
復
興
ま
ち
づ
く
り
課

長
か
ら
説
明
を
聴
取
し
た
。

閖
上
で
は
4
6
8
戸
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

集
合
住
宅
は
第
1
期
1
4
0
戸

で
29
年
7
月
に
鍵
の
引
き
渡
し
を

し
た
。
第
2
期
は
40
戸
で
11
月
中

旬
に
予
定
し
て
い
る
。
第
3
期
は

1
0
5
戸
で
ま
も
な
く
着
手
す
る
。

施
工
者
は
、
設
計
施
工
一
括
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
公
募
し
た
。
同
じ

共
同
企
業
体
が
3
つ
と
も
受
注
し

た
。
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
若
干
、
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
1
階
部
分
を
非
住
居
と
し

た
。
棟
の
屋
上
を
一
時
避
難
場
所

と
し
て
、
外
部
階
段
を
設
置
し
た
。

1
4
0
戸
と

40
戸
合
わ
せ

て
1
8
0
戸

で
1
つ
の
組

織
を
つ
く
ろ

う
と
し
て
い

る
。
戸
建
て

は
1
8
3
戸

の
整
備
を
行

っ
て
い
る
。

1
2
4
戸
完

成
し
、
13
戸

は
12
月
に
完
成
予
定
。
車
い
す
で

も
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
し
、
玄
関
だ
け
少

し
段
差
が
あ
る
が
、
あ
と
は
フ
ル

フ
ラ
ッ
ト
で
あ
る
。
通
常
の
公
営

住
宅
は
所
得
の
制
限
が
あ
る
が
こ

の
事
業
で
は
な
い
。
所
得
割
で
家

賃
が
決
ま
る
の
で
、
高
所
得
者
は

家
賃
が
高
く
な
る
た
め
、
復
興
住

宅
に
入
居
し
づ
ら
い
事
例
が
あ
る
。

【
意
見
交
換
会
】

視
察
後
、
斎
藤
範
夫
仙
台
市
議

会
議
長
、
郷
内
名
取
市
議
会
議
長

と
、
山
田
会
長
は
じ
め
視
察
者
と

の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

【
10
面
か
ら
続
く
】

※
年
の
表
記
が
な
い
も
の
は
29
年

▼
議
長

▽
大
仙

茂
木

隆（
10
・
5
）

▽
倉
吉

坂
井

徹（
10
・
23
）

▽
長
岡
京

福
島
和
人（
10
・
24
）

▽
加
賀

林

直
史（
10
・
30
）

▽
安
曇
野

小
松
洋
一
郎（
10
・
31
）

▽
村
山

長
南

誠（
11
・
1
）

▽
韮
崎

田
原
一
孝（
11
・
1
）

▽
東
近
江

市
木

徹（
11
・
1
）

▽
浜
田

川
神
裕
司（
11
・
6
）

▽
南
国

岡
崎
純
男（
11
・
6
）

▽
湯
沢

佐
藤
功
平（
11
・
7
）

▽
鶴
岡

齋
藤

久（
11
・
7
）

▽
南
魚
沼

小
澤

実（
11
・
7
）

▽
米
原

鍔
田

明（
11
・
7
）

▽
上
尾

道
下
文
男（
11
・
9
）

▽
甲
賀

林
田
久
充（
11
・
9
）

▽
野
洲

矢
野
隆
行（
11
・
9
）

▽
牧
之
原

太
田
佳
晴（
11
・
10
）

▽
葛
城

吉
村
優
子（
11
・
10
）

▽
泉
南

河
部

優（
11
・
13
）

▽
平
戸

大
久
保
堅
太（
11
・
13
）

▽
由
利
本
荘

渡
部
聖
一（
11
・
14
）

▽
亀
山

西
川
憲
行（
11
・
14
）

▽
由
布

佐
藤
郁
夫（
11
・
14
）

▽
海
老
名

倉
橋
正
美（
11
・
15
）

▽
岡
崎

加
藤
義
幸（
11
・
15
）

▽
豊
岡

嶋
﨑
宏
之（
11
・
16
）

▽
玉
名

中
尾
嘉
男（
11
・
16
）

▽
酒
田

田
中

廣（
11
・
20
）

▽
西
脇

林

晴
信（
11
・
20
）

▽
い
ち
き
串
木
野

平
石
耕
二（
11
・
20
）

▽
葛
飾

筒
井
た
か
ひ
さ（
11
・
21
）

▽
新
城

丸
山
隆
弘（
11
・
21
）

▽
南
あ
わ
じ

廣
内
孝
次（
11
・
21
）

▽
宮
古
島

嵩
原

弘（
11
・
22
）

▽
雲
仙

元
村
康
一（
11
・
24
）

▽
相
馬

米
山
光
喜（
11
・
27
）

▽
甲
州

夏
八
木
盛
男（
11
・
28
）

▽
恵
那

後
藤
康
司（
11
・
28
）

▽
滑
川

原

明（
11
・
29
）

▽
光

木
村
信
秀（
12
・
1
）

▼
副
議
長

▽
大
仙

高
橋
幸
晴（
10
・
5
）

▽
倉
吉

福
谷
直
美（
10
・
23
）

▽
長
岡
京

進
藤
裕
之（
10
・
24
）

▽
安
曇
野

内
川
集
雄（
10
・
31
）

▽
村
山

秋
葉
新
一（
11
・
1
）

▽
韮
崎

小
林
伸
吉（
11
・
1
）

▽
東
近
江

大
橋
保
治（
11
・
1
）

▽
五
泉

鈴
木
良
民（
11
・
6
）

▽
浜
田

田
畑
敬
二（
11
・
6
）

▽
南
国

有
沢
芳
郎（
11
・
6
）

▽
湯
沢

松
田
國
太
郎（
11
・
7
）

▽
鶴
岡

本
間
新
兵
衛（
11
・
7
）

▽
南
魚
沼

塩
谷
寿
雄（
11
・
7
）

▽
米
原

𠮷
田
周
一
郎（
11
・
7
）

▽
上
尾

町
田
皇
介（
11
・
9
）

▽
甲
賀

森
田
久
生（
11
・
9
）

▽
野
洲

岩
井
智
惠
子（
11
・
9
）

▽
牧
之
原

鈴
木
千
津
子（
11
・
10
）

▽
葛
城

川
村
優
子（
11
・
10
）

▽
安
来

佐
伯
直
行（
11
・
10
）

▽
泉
南

古
谷
公
俊（
11
・
13
）

▽
平
戸

山
田
能
新（
11
・
13
）

▽
由
利
本
荘

佐
藤

勇（
11
・
14
）

▽
亀
山

岡
本
公
秀（
11
・
14
）

▽
由
布

長
谷
川
建
策（
11
・
14
）

▽
海
老
名

宇
田
川
希（
11
・
15
）

▽
岡
崎

畔
柳
敏
彦（
11
・
15
）

▽
豊
岡

伊
藤

仁（
11
・
16
）

▽
岩
国

藤
本
泰
也（
11
・
16
）

▽
玉
名

近
松
惠
美
子（
11
・
16
）

▽
西
脇

浅
田
康
子（
11
・
20
）

▽
い
ち
き
串
木
野

東

育
代（
11
・
20
）

▽
葛
飾

牛
山

正（
11
・
21
）

▽
新
城

村
田
康
助（
11
・
21
）

▽
南
あ
わ
じ

木
場

徹（
11
・
21
）

▽
宮
古
島

上
地
廣
敏（
11
・
22
）

▽
雲
仙

浦
川
康
二（
11
・
24
）

▽
相
馬

石
橋
浩
人（
11
・
27
）

▽
甲
州

高
畑
一
幸（
11
・
28
）

▽
恵
那

鵜
飼
伸
幸（
11
・
28
）

▽
滑
川

水
野
達
夫（
11
・
29
）

▽
舞
鶴

上
羽
和
幸（
11
・
29
）

▽
防
府

橋
本
龍
太
郎（
11
・
30
）

▼
事
務
局
長

▽
遠
野

村
上
猛（
28
・
4
・
1
）

▽
甲
賀

菊
田
宗
高（
4
・
1
）

▽
滑
川

岡
本
修
治（
10
・
1
）

▽
鹿
角

渡
部

勉（
11
・
24
）

中
村
賢
道
氏（
光
市
議
会
議
長
）

11
月
19
日
逝
去
、
73
歳
。
葬
儀
は

11
月
21
日
、
光
市
内
で
行
わ
れ
た
。

喪
主
は
妻
の
美
恵
子
さ
ん
。

議議
会会
人人
事事

第2期47戸の戸建て住宅

説明をする郷内課長。後ろは第1期の復興住宅
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山
田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
じ
め
正
副
会
長
は
11
月

10
日
、
小
此
木
八
郎
・
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
防
災
）
、
梶
山
弘

志
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

担
当
大
臣
ら
政
府
・
与
党
の
要
職

者
ら
に
面
談
し
、
要
望
書
を
手
交

の
上
、
要
望
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。要

望
内
容
は
、
11
月
8
日
開
催

の
第
1
0
3
回
評
議
員
会
で
決
定

し
た
会
長
提
出
決
議
（
①
地
方
創

生
及
び
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に

関
す
る
決
議
②
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
に
関
す
る
決
議
③
防
災
・

減
災
対
策
の
充
実
強
化
に
関
す
る

決
議
④
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議
�
9
面

か
ら
7
面
に
掲
載
。
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
）
の

ほ
か
、
評
議
員
会
で
了
承
さ
れ
た

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

加
入
に
向
け
て
の
活
動
方
針
に
基

づ
く
「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年

金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
の
要
望
」

に
つ
い
て
。
特
に
、
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
事
業
費
の
拡
充
・

継
続
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の
充

実
確
保
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現

行
制
度
の
堅
持
、

防
災
・
減
災
対

策
、
老
朽
化
対

策
へ
の
支
援
措
置
、
原
子
力
発
電

所
事
故
災
害
に
よ
る
風
評
被
害
の

速
や
か
な
終
息
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
加
入
の
た
め
の
法
整

備
の
早
急
な
実
現
―
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
る
。

【
面
談
者
】

▽
小
此
木
八
郎
・
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
防
災
）

▽
梶
山
弘
志
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
担
当
大
臣

▽
奥
野
信
亮
・
総
務
副
大
臣

▽
土
井
亨
・
復
興
副
大
臣

▽
竹
下
亘
・
自
由
民
主
党
総
務
会

長
▽
森
屋
宏
・
同
党
総
務
部
会
地
方

議
員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
座
長
代
行

▽
二
之
湯
智
本
会
顧
問
・
同
Ｐ
Ｔ

委
員

【
要
望
参
加
者
】

〔
会
長
〕

▽
山
田
一
仁
札
幌
市
議
会
議
長

〔
副
会
長
〕

▽
古
川
昌
俊
千
歳
市
議
会
議
長

▽
海
老
原
恵
子
栃
木
市
議
会
議
長

▽
森
脇
勇
人
松
江
市
議
会
議
長

▽
森
川
輝
男
高
松
市
議
会
議
長

正正
副副
会会
長長
がが
要要
望望
活活
動動

―
小
此
木
大
臣
、
梶
山
大
臣
な
ど
に
要
望
―

梶山まち・ひと・しごと創生担当大臣

小此木特命担当大臣（防災）

奥野総務副大臣

土井復興副大臣
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厚
生
年
金
加
入
推
進
会
議
（
座

長
�
森
脇
勇
人
副
会
長
（
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
特
命
担
当
）（
松

江
市
議
会
議
長
）
）
は
11
月
13
日
、

全
国
都
市
会
館
で
会
議
を
開
催
し

た
（
出
席
者
は
下
掲
）
。

会
議
で
は
、
森
脇
座
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
出
席
の
山
田
一
仁
会
長
（
札
幌

市
議
会
議
長
）
が
挨
拶
し
、
協
議

に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
加
入
に
向
け
た
今
後

の
本
会
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
議

題
と
し
、
前
回
の
会
議
（
9
月
28

日
開
催
）
で
決
定
し
た
活
動
方
針

（
2
0
2
7
・
8
号
2
面
に
掲
載
）

に
基
づ
き
、
今
後
と
も
継
続
し
て

運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
出
席
者
】

▽
座
長
�
森
脇
勇
人
副
会
長

▽
委
員
�
岡
下
勝
彦
相
談
役
（
前

会
長
・
高
松
市
議
会
議
員
）
、

関
谷
博
相
談
役
（
元
会
長
・
下

関
市
議
会
議
員
）
、
沼
倉
孝
太

相
模
原
市
議
会
議
長
、
佐
藤
清

取
手
市
議
会
議
長
、
上
門
秀
彦

鹿
児
島
市
議
会
議
長

▽
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
�
山
田
一
仁
会

長

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定
都
市

協
議
会
（
会
長
�
松
原
成
文
川
崎

市
議
会
議
長
）
は
11
月
7
日
、
全

国
都
市
会
館
で
第
14
回
総
会
を
開

催
し
た
。

会
議
で
は
、松
原
会
長
か
ら「
活

動
の
中
心
で
あ
る
『
多
様
な
大
都

市
制
度
の
早
期
実
現
』
を
は
じ
め

と
す
る
要
望
書
な
ど
に
つ
い
て
協

議
す
る
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た

後
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議

に
入
っ
た
。

「
要
望
書（
案
）に

つ
い
て
」
で
は
、
①

多
様
な
大
都
市
制
度

の
早
期
実
現
②
地
方

税
財
源
の
充
実
確
保
③
地
方
議
会

議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加
入
④
災

害
対
応
法
制
の
見
直
し
―
の
4
項

目
を
大
き
な
柱
と
す
る
要
望
書
案

を
提
示
。
こ
の
う
ち
③
に
つ
い
て

は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
の
活
動

方
針
や
今
後
の
国
政
の
状
況
を
見

極
め
つ
つ
、
意
見
を
受
け
、
30
年

2
月
14
日
開
催
の
第
15
回
総
会
時

に
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

残
り
の
①
②
④
―
の
3
項
目
に
つ

い
て
は
原
案
の
通
り
決
定
し
た

（
要
望
の
一
部
を
編
集
し
て
13
面

に
掲
載
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
る
）
。

「
要
望
活
動（
案
）に
つ
い
て
」

で
は
、
11
月
8
・
9
日
に
要
望
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

「
大
阪
市
提
出
議
題
に
つ
い
て
」

で
は
、
8
月
の
第
13
回
総
会
に
大

阪
市
か
ら
提
案
が
あ
っ
た「『
2
0

2
5
日
本
万
国
博
覧
会
』の
大
阪

・
関
西
誘
致
を
応
援
す
る
決
議

（
案
）
」
を
、
原
案
の
通
り
決
定
し

た
。

【
14
面
へ
続
く
】 推進会議の模様（会場後ろから）

竹下自民党総務部会長

推進会議の模様（会場左前から）

厚
生
年
金
加
入
推
進
会
議
を
開
催

今
後
の
本
会
の
対
応
を
決
定

森屋自民党地方議員年金検討ＰＴ座長代行

挨
拶
す
る
山
田
会
長

挨
拶
す
る
森
脇
座
長

指定協総会の模様

指
定
協
が
第
14
回
総
会
を
開
催

菅
長
官
、
小
此
木
大
臣
ら
に
要
望

二之湯本会顧問・自民党地方議員年金検討ＰＴ委員

挨拶する松原会長
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【
13
面
か
ら
続
く
】

「
指
定
都
市
市
長
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
」
で
は
、
指
定
都
市
市

長
会
の
29
年
度
に
お
け
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
た
。

協
議
後
の
意
見
交
換
で
は
、
議

会
の
権
能
強
化
に
関
連
し
て
、
①

地
方
議
会
議
員
の
法
的
な
位
置
付

け
の
明
確
化
②
「
地
方
議
会
議
員

の
法
的
な
位
置
付
け
の
明
確
化
」

以
外
③
議
選
監
査
委
員
の
選
任
の

義
務
付
け
の
緩
和
―
の
3
件
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
再
照
会
結
果
の

概
要
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
①

で
は
沼
倉
孝
太
相
模
原
市
議
会
議

長
か
ら
、
③
で
は
永
田
雅
紀
広
島

市
議
会
議
長
か
ら
、
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

8
日
に
は
、
小
此
木
八
郎
・
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）
ら
、

翌
9
日
に
は
、
菅
義
偉
・
内
閣
官

房
長
官
、
岸
田
文
雄
・
自
由
民
主

党
政
務
調
査
会
長
に
面
談
し
、
要

望
書
を
手
交
の
上
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

【
要
望
内
容（
一
部
編
集
掲
載
）】

①
多
様
な
大
都
市
制
度
の
早
期

実
現
（
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
へ

の
事
務
・
権
限
と
税
財
源
の
移
譲

の
積
極
的
な
推
進
、
「
特
別
自
治

市
」
制
度
の
法
制
化
な
ど
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
多
様
な
大
都
市
制

度
の
早
期
実
現
）
②
地
方
税
財
源

の
充
実
確
保
（
①
税
制
改
正
（
地

方
税
制
の
拡
充
強
化
、
消
費
税
10

％
時
の
増
収
分
の
使
途
見
直
し
の

際
の
地
方
と
の
十
分
な
協
議
な
ど

7
項
目
）
②
地
方
財
政
対
策
（
地

方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財

源
総
額
の
充
実
確
保
、
単
に
地
方

の
基
金
残
高
の
増
加
を
も
っ
て
地

方
財
政
計
画
の
歳
出
の
削
減
は
行

わ
な
い
こ
と
な
ど
5
項
目
）
）
③

災
害
対
応
法
制
の
見
直
し
（
指
定

都
市
を
災
害
救
助
の
主
体
と
す
る

災
害
救
助
法
等
の
改
正
、
大
規
模

災
害
時
に
お
い
て
指
定
都
市
が
持

つ
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
制

度
の
構
築
）

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
市
岡
博
道
佐
世
保
市

議
会
議
長
）
は
、
11
月
13
日
、
ル

ポ
ー
ル
麹
町
で
第
89
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。

会
議
で
は
、市
岡
会
長
か
ら「
国

・
地
方
の
財
政
状
況
か
ら
基
地
対

策
関
係
予
算
の
所
要
額
確
保
は
極

め
て
厳
し
い
。
最
重
点
要
望
で
あ

る
予
算
の
所
要
額
確
保
の
た
め
、

年
末
の
政
府
予
算
編
成
に
向
け
、

一
致
団
結
し
て
力
強
い
要
望
活
動

の
展
開
が
重
要
で
あ
る
」
な
ど
の

挨
拶
の
後
、
総
務
省
、
防
衛
省
か

ら
講
師
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
28
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
柄
目
孝
治
監
事
（
角
田
市

議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
。
30
年

2
月
7
日
開
催
の
第
81
回
総
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
続
い
て
、

基
地
対
策
関
係
施
策
の
充
実
強
化

に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て
、
原
案

の
通
り
決
定
し
た
。
要
望
は
7
月

開
催
の
前
回
理
事
会
の
要
望
を
基

に
、
概
算
要
求
な
ど
を
勘
案
し
て

作
成
し
た
も
の
。
理
事
会
終
了
後
、

要
望
書
を
配
布
し
、
地
元
選
出
国

会
議
員
な
ど
に
対
し
要
望
活
動
を

行
う
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た
、
後

日
、
会
員
市
町
村
に
要
望
書
を
送

付
し
、
要
望
活
動
を
行
う
よ
う
要

請
す
る
こ
と
と
し
た
。
正
副
会
長

・
相
談
役
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

は
、
理
事
会
終
了
後
と
翌
14
日
に

関
係
省
に
対
し
要
望
す
る
こ
と
を

報
告
し
た
。
30
年
度
負
担
金
算
出

基
準
案
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と

お
り
第
81
回
総
会
に
提
案
す
る
こ

と
と
し
た
ほ
か
、
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
了
承
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
黒
瀬

【
15
面
へ
続
く
】

小此木特命担当大臣（防災）

菅官房長官

岸田自民党政調会長会議の模様

基
地
協
が
第
89
回
理
事
会
を
開
催

三
宅
参
院
外
交
防
衛
委
員
長

今
枝
財
務
大
臣
政
務
官

福
田
防
衛
大
臣
政
務
官
ら
に
要
望

挨拶する市岡会長

監査結果を報告する柄目監事
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【
14
面
か
ら
続
く
】

敏
文
・
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定

資
産
税
課
長
か
ら
、
基
地
交
付
金

・
調
整
交
付
金
、
30
年
度
概
算
要

求
等
、
森
田
治
男
・
防
衛
省
地
方

協
力
局
地
方
協
力
企
画
課
長
か
ら

は
、
30
年
度
概
算
要
求
に
お
け
る

防
衛
関
係
費
、
基
地
周
辺
対
策
経

費
―
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

会
議
終
了
後
、
正
副
会
長
・
相

談
役
の
要
望
活
動
班
は
平
成
30
年

度
基
地
対
策
関
係
予
算
確
保
（
予

算
編
成
前
）
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

財
務
省
を
訪
れ
、
今
枝
宗
一
郎
財

務
大
臣
政
務
官
ら
に
面
談
し
、
要

望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
翌
14
日
、
要
望
活
動
班

は
、
三
宅
伸
吾
・
参
議
院
外
交
防

衛
委
員
長
、
武
田
良
太
・
自
由
民

主
党
防
衛
施
設
問
題
に
関
す
る
議

員
連
盟
幹
事
長
、
濵
地
雅
一
・
公

明
党
安
全
保
障
部
会
長
、
福
田
達

夫
・
防
衛
大
臣
政
務
官
、
深
山
延

暁
・
防
衛
省
地
方
協
力
局
長
（
以

上
、
面
談
順
）
ら
に
も
同
様
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
基
地
交
付
金
・
調
整
交

付
金
（
総
務
省
関
係
）
両
交
付
金

の
所
要
額
の
確
保
▽
基
地
交
付
金

の
対
象
資
産
を
自
衛
隊
の
使
用
す

る
全
資
産
へ
の
拡
大
▽
調
整
交
付

金
の
10
％
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

の
対
象
と
な
ら
な
い
義
務
的
経
費

と
し
て
の
取
り
扱
い
―
を
要
望
し

た
。
ま
た
、
基
地
周
辺
対
策
経
費

（
防
衛
省
関
係
）
に
関
し
、
▽
所

要
額
の
満
額
確
保
▽
基
地
周
辺
対

策
事
業
の
適
用
基
準
の
さ
ら
な
る

緩
和
▽
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保
▽
在

日
米
軍
再
編
に
伴
い
負
担
増
と
な

る
関
係
市
町
村
に
対
す
る
十
分
な

支
援
措
置
▽
再
編
交
付
金
の
引
き

続
き
の
所
要
額
の
確
保
▽
オ
ス
プ

レ
イ
運
用
の
安
全
確
保
策
の
遵
守

▽
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
関
す

る
事
項
に
つ
い
て
の
地
域
意
見
へ

の
十
分
な
配
慮
―
を
要
望
し
た
。

※
要
望
活
動
参
加
市

▽
会
長
�
佐
世
保
市

▽
副
会
長
�
綾
瀬
市
（
会
長
職
務

代
理
）
、
帯
広
市
、
加
賀
市
、

岡
山
市
、
善
通
寺
市
、
久
留
米

市
、
宮
﨑
県
新
富
町

▽
相
談
役
�
三
沢
市
、
小
松
市

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
奥
島
光
晴
福
井
市
議
会

議
長
）
は
11
月
14
日
、
広
域
連
携

施
策
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
っ

た
。奥

島
会
長
は
じ
め
6
市
の
議
長

は
、
奥
野
信
亮
・
総
務
副
大
臣
、

河
村
建
夫
・
自
由
民
主
党
地
方
創

生
実
行
統
合
本
部
長
ら
に
面
談
し
、

要
望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
要
望
内
容
は
、

11
月
1
日
の
第
67
回
理
事
会
で
決

定
し
た
「
広
域
連
携
施
策
に
関
す

る
要
望
」
（
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
に
つ
い
て
。

※
要
望
活
動
参
加
市

▽
会
長
�
福
井
市

▽
副
会
長
�
八
戸
市
、
山
梨
市
、

呉
市
、
臼
杵
市

▽
監
事
�
加
西
市

武田自民党防衛施設議連幹事長

濵地公明党安全保障部会長

福田防衛大臣政務官

今枝財務大臣政務官

深山防衛省地方協力局長河村自民党地方創生実行統合本部長

三宅参議院外交防衛委員長

奥野総務副大臣

広
域
協
が
要
望
活
動

奥
野
総
務
副
大
臣
ら
に
要
望
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森
田
洋
之

氏

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
増
田
暢
之
磐

田
市
議
会
議
長
）
は
10
月
26
日
、

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
13
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。

増
田
会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶

の
後
、
阪
本
研
一
・
美
濃
市
立
美

濃
病
院
病
院
長
か
ら
「
当
院
の
経

営
再
建
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
成

果
」
（
概
要
を
2
0
3
2
号
3
・

4
面
に
掲
載
）
、
森
田
洋
之
・
南

日
本
ヘ
ル
ス
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
主
宰

者
か
ら
「
少
子
高
齢
・
人
口
減
少

時
代
に
求
め
ら
れ
る
医
療
・
介
護

の
本
当
の
姿
と
は
。
〜
い
ま
夕
張

市
民
に
学
ぶ
こ
と
〜
」
と
題
す
る

講
演
を
聴
取
し
た
。

今
号
（
下
）
で
は
、
森
田
氏
の

講
演
概
要
を
掲
載
す
る
。

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
時
代

に
求
め
ら
れ
る
医
療
・
介
護

の
本
当
の
姿
と
は
。

〜
い
ま
夕
張
市
民
に
学
ぶ
こ
と
〜

①
夕
張
の
事
情

夕
張
市
は
、
札
幌
市
か
ら
60
㎞

の
山
間
の
へ
き
地
に
位
置
す
る
。

炭
鉱
閉
山
後
、
人
口
は
12
万
人
か

ら
1
万
人
に
急
減
、
高
齢
化
率
は

48
％
で
日
本
一
で
あ
る
。
19
年
の

財
政
破
綻
で
、
夕
張
市
の
医
療
は

崩
壊
し
、
病
床
数
は
約
9
割
減
少

し
て
1
7
1
床
か
ら
19
床
に
な
り
、

Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
ゼ
ロ
（
近
年
、

新
し
い
Ｃ
Ｔ
が
1
台
導
入
）
、
救

急
車
の
病
院
到
着
時
間
は
約
2
倍

と
な
っ
た
。
医
療
崩
壊
後
も
、
総

人
口
は
減
少
し
た
が
、
医
療
が
な

く
な
る
と
最
も
困
る
75
歳
以
上
の

高
齢
者
は
増
え
続
け
た
。
日
本
人

の
死
因
1
〜
3
位
の
が
ん
、
心
疾

患
、
肺
炎
は
、
女
性
の
が
ん
死
亡

率
を
除
き
男
女
と
も
に
下
が
っ
た
。

ま
た
、
死
亡
率
は
、
男
性
で
下
が

り
、
女
性
は
少
し
上
が
り
、
ほ
ぼ

横
ば
い
。
死
亡
総
数
は
、
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
。
が
ん
な
ど
の
死
亡
率

が
下
が
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

死
亡
総
数
が
変
わ
ら
な
い
理
由
は
、

総
数
に
占
め
る
老
衰
の
割
合
が
0

％
か
ら
14
％
に
な
り
、
死
亡
診
断

書
に
書
か
れ
る
病
名
が
肺
炎
な
ど

か
ら
老
衰
に
な
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

訪
問
診
療
患
者
数
（
在
宅
医
療
）

は
総
合
病
院
が
あ
っ
た
と
き
は
0

人
だ
っ
た
が
、
24
年
時
点
で
1
2

0
人
に
な
り
、
夕
張
市
民
の
約
1

％
が
在
宅
医
療
を
受
け
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
市
内
特
養
で
の
看
取

り
率
は
22
年
に
1
0
0
％
を
達
成

し
た
。
高
齢
者
一
人
当
た
り
診
療

費
（
年
間
）
は
、
19
年
を
境
に
北

海
道
で
78
・
1
万
円
か
ら
85
万
円

に
増
加
し
た
が
、
夕
張
市
で
は
81

・
1
万
円
か
ら
76
・
9
万
円
に
減

少
し
た
。
医
療
が
崩
壊
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
▽
自
然
死（
老
衰
）

増
加
▽
特
養
施
設
看
取
り
率
増
加

▽
医
療
費
減
少
―
な
ど
の
結
果
が

出
て
い
る
。

②
世
界
〜
日
本
の
事
情

日
本
は
、
世
界
で
も
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
驚
異
的
な
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
推
計
で
は
、
2
1
0

0
年
に
総
人
口
4
7
7
1
万
人
、

高
齢
化
率
40
・
6
％
に
な
る
。
現

在
の
夕
張
市
は
2
1
0
0
年
の
日

本
全
体
の
状
況
を
体
現
し
て
い
る
。

国
は
医
療
費
だ
け
で
約
40
兆
円
を

費
や
す
。
日
本
は
医
療
の
分
野
で

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
、
Ｃ
Ｔ
は
世
界

の
5
分
の
1
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
世
界
一

保
有
し
て
い
る
。
病
床
数
も
世
界

一
だ
が
、
医
師
数
は
少
な
い
。
少

な
い
医
師
で
多
く
の
医
療
を
提
供

し
て
い
る
。
県
別
の
人
口
当
た
り

病
床
数
と
平
均
寿
命
は
相
関
関
係

が
な
い
。
一
方
、
県
別
の
人
口
当

た
り
病
床
数
と
一
人
当
た
り
入
院

医
療
費
は
明
確
な
相
関
関
係
が
あ

る
。
ま
た
、
県
ご
と
に
胃
ろ
う
件

数
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
件
数
、
療
養
病

棟
入
院
件
数
に
差
が
あ
る
が
、
こ

れ
で
公
平
な
医
療
と
言
え
る
の
か
。

医
療
に
は
、
固
定
価
格
制
（
価

格
が
自
由
価
格
で
な
い
）
、
モ
ラ

ル
・
ハ
ザ
ー
ド
（
健
康
保
険
に
よ

り
、
コ
ス
ト
意
識
が
低
い
）
、
情

報
の
非
対
称
性
（
医
療
の
質
の
評

価
は
、
患
者
に
は
困
難
）
と
い
う

要
因
に
よ
り
、
市
場
の
失
敗
が
起

き
や
す
い
。
社
会
的
共
通
資
本
と

し
て
の
医
療
と
い
う
考
え
、
つ
ま

り
、
医
療
は
、
医
療
従
事
者
と
地

域
住
民
と
の
相
互
信
頼
関
係
を
前

提
に
、
医
学
に
関
す
る
学
問
的
知

見
、
医
療
人
と
し
て
の
職
業
的
規

律
・
倫
理
に
基
づ
き
、
過
不
足
な

く
提
供
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
考
え

を
用
い
る
べ
き
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
病
床
の

約
3
分
の
2
を
削
減
し
、
高
齢
者

を
病
院
で
は
な
く
高
齢
者
住
宅
に

住
ま
わ
せ
、
寝
た
き
り
老
人
を
大

き
く
減
ら
し
た
。
生
活
を
奪
わ
な

か
っ
た
か
ら
だ
が
、
日
本
の
病
院

で
は
胃
ろ
う
な
ど
医
学
的
判
断
と

し
て
は
正
解
だ
が
、
患
者
の
生
活

を
奪
う
医
療
が
行
わ
れ
る
。
相
互

信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
過
不
足
の

な
い
医
療
を
提
供
で
き
て
い
る
か
。

③
夕
張
の
秘
密

夕
張
市
で
は
、
市
民
が
意
識
を

改
革
し
、
病
院
へ
依
存
せ
ず
、
医

師
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
く
自
分

の
希
望
に
沿
っ
た
過
不
足
の
な
い

医
療
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
果
、
胃
ろ
う
、
気
管
切
開
、
人

工
呼
吸
器
な
ど
が
医
療
崩
壊
以
降
、

全
て
0
件
。
過
不
足
の
な
い
医
療

を
考
え
る
患
者
が
増
え
れ
ば
、
高

齢
化
率
は
上
が
っ
て
も
、
救
急
車

は
減
り
、
医
療
費
も
減
る
。
施
設

で
も
信
頼
関
係
に
基
づ
き
、
過
不

足
の
な
い
医
療
を
提
供
し
、
看
取

り
率
が
1
0
0
％
に
な
る
。
信
頼

関
係
の
な
い
医
師
と
患
者
関
係
で

は
で
き
な
か
っ
た
老
衰
と
い
う
診

断
も
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
ま
と
め

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
、
国

は
、
生
活
を
支
え
る
医
療
・
介
護

の
仕
組
み
に
住
ま
い
を
中
心
と
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
提

案
し
た
。
夕
張
市
の
医
療
崩
壊
は
、

医
療
崩
壊
で
は
な
く
、
実
は
、
医

療
の
再
構
築
だ
っ
た
。
訪
問
看
護

師
を
在
宅
医
療
の
要
に
、
在
宅
医
、

訪
問
介
護
、
歯
科
医
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
が
在
宅
生
活
を
支
え
る

医
療
・
介
護
体
制
を
つ
く
り
上
げ

た
。
病
院
が
な
く
て
も
、
生
活
を

支
え
る
医
療
・
介
護
体
制
で
あ
れ

ば
、
高
齢
者
が
お
金
を
か
け
ず
に
、

数
字
に
は
表
せ
な
い
生
き
生
き
と

し
た
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
、
夕
張
市
民
に

と
っ
て
過
不
足
の
な
い
医
療
な
の

で
は
な
い
か
。

で
は
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
過

不
足
な
い
医
療
と
は
何
か
。
患
者

に
何
も
考
え
さ
せ
ず
、
薬
だ
け
与

え
て
お
く
よ
う
な
医
者
に
依
存
す

る
よ
う
な
医
療
（
ひ
と
が
依
存
に

陥
る
よ
う
な
対
し
方
）
で
は
な
く
、

そ
の
病
気
の
原
因
は
何
な
の
か
自

立
を
促
す
（
ひ
と
が
自
ら
す
す
ん

で
自
信
と
平
等
を
求
め
て
学
ぼ
う

と
す
る
の
を
支
援
す
る
や
り
方
）

ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
。医
師
が「
あ

な
た
に
、
こ
の
街
に
、
ど
ん
な
医

療
・
介
護
が
必
要
な
の
か
、
み
ん

な
で
考
え
よ
う
」
と
言
い
、
患
者

も「
意
識
を
変
え
て
、
頑
張
る
よ
」

と
言
う
よ
う
な
日
本
に
な
れ
ば
よ

い
と
思
う
。

病院協
第
13
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー（
下
）

①
病
院
の
経
営
改
革
の
手
法

②
夕
張
の
医
療
崩
壊
の
実
態
を
学
ぶ

第2033号 平成29年12月15日 （16）全 国 市 議 会 旬 報


	1面
	2面
	3面
	4面
	5面
	6面
	7面
	8面
	9面
	10面
	11面
	12面
	13面
	14面
	15面
	16面

